
行政評価シート（事務事業評価） 評価年度 28年度 

事業名 生涯学習市民講座開設事業 担当課 教育課

細分化した事業名 生涯学習市民講座開設事業

１ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の計画的位置づけ 

基本方向 魅力あふれるまちづくり

第６次長期総合計画での目的体系 政策 いつまでも生きがいを持って暮らせるまちづくり

施策 生涯学習の推進

関連する個別計画等 根拠条例等

２ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の概要 

事業の目的

子どもから高齢者まで、市民の多様な学習ニーズに応えるため各種講座を企画し、学習する機会と場を提供す

ることにより、生涯学習を推進する。

事業の手段 

・中央公民館との共催による各種講座・教室（健康・筆ペン・文学等）の実施。

・地区公民館、分館への出張講座（おいでなって塾）の実施。

事業の対象

市民全般 

３ 実施（ＤＯ）：投入費用及び従事職員の推移（インプット＝費用＋作業） 

25 年度 26 年度 27 年度

A 事業費 (千円) 1,165 860  880
財
源
内
訳

国・県支出金

その他（使用料・借入金ほか）

一般財源 1,165 860 880

B 担当職員数（職員 E） (人)  0.59  0.49  0.49

C 人件費(平均人件費×E) (千円) 3,830 3,329 3,290

D 総事業費(A+C) (千円) 4,995 4,189 4,170

主な事業費用の

説明 
講座・教室の講師謝金。 

注〉平均人件費は各年度決算額(職員給与費)から算出した 25 年度（6,491 千円）,26 年度（6,794 千円）,27 年度（6,715 千円）を使用しています。 

４ 実施（ＤＯ）：事業を数字で分析（アウトプット＝事業量）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度 

活動指標

１
市民講座開催数 講座回数（回） 17 20 20

２
講座受講者数 延べ人数（人） 682 783 1,107

３
講師派遣回数 派遣回数（回） 40 45 42

妥当性 □ Ａ 妥当である ■ Ｂ ほぼ妥当である □ Ｃ 妥当でない

上記活動指標と妥当性
の説明

１
市民交流センターでの健康・筆ペン・文学講座などの開催回数。講座数は増えていないが内容は幾つ
か変えて開催している。

２
２７年度は体験ツアー的な講座(ふる里だいすき講座)を開催し、県外からも参加があったため受講者
が増えた。

３
生涯学習まちづくり学習会は９０分館で開催しているが、その約半分が中央公民館の「まなびの広場」
学習サポート事業を通じ講師派遣を依頼している。



５ 評価（ＣＨＥＣＫ）： 事務事業評価 （アウトカム＝成果・効果）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度

成果指標 

もしくは 

まちづくり

指標

１
市民講座受講率 講座受講者/講座定員（％） 

   1,107人 /1,109人
97,1 94.6 99.8

２
生涯学習まちづくり学習

会参加者数

学習会参加延べ人数 1,376  2,228  2,111

３

成 果 □ Ａ 上がっている ■Ｂ ほぼ上がっている □ Ｃ 上がっていない

上記指標の妥当性と成
果の内容説明

１
これまでの実績も踏まえ、人気の無い講座は廃止するなど内容を精査して実施しているので、高い
受講率を維持している。

２
講師派遣した分館での学習会参加者数は前年度に比べ微減してしまったが、派遣回数が減ったため
と思われる。

３

事務事業総合評価 □ Ａ 期待以上に達成 ■ Ｂ 期待どおりに達成 □ Ｃ 期待以下の達成

６ 改善（ACTION）：今後の事務事業の展開

□ 拡大（コストを集中的に投入する） ■ 一部改善（事務的な改善を実施する）

今後の事業展開
□ 全部改善（内容・手段・コスト・実施主体等

の見直しが必要）

□ 縮小（規模・内容を縮小、又は他の事業と統合

する）

□ 廃止（廃止の検討が必要）

事
務
事
業
の
改
善
案

改善の概要・方向性（いつまでに、どういう形で具体化するのか）

28年度の改善計画（今後の事業展開説明）
受講しやすいよう、今年度新たに平日の夜の時間帯にパソコン講座を開設するなど市民ニーズに対応した。ま
た，講座がマンネリ化しないよう毎年度必ず、新たな講座を２～３つは入れている。今年度は工芸教室として、
盆栽教室や薬草について学ぶ講座を開設する。

過去
の 
改善
経過

・平成１４年より中央公民館の職員体制強化のため、館長を常勤とした。 
・平成２３年度より市民会館より市民交流センター（ニコリ）に活動拠点を移転。 

課長所見 限られた予算であるが、高い受講率を維持している。


